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研究成果の概要（和文）：本研究では、障害のある教員の教職生活における経験と合理的配慮の実態を明らかに
するために、16名の障害教員を対象にインタビュー調査を実施した。その結果、(1)「障害教員」といってもそ
の内実は非常に多様であり、教職生活において「障害があること」がもつ意味も教員によって異なること、(2)
障害のない教員を前提とした学校設備や教員役割が、障害教員にとっては働く上でのバリアになっていること、
(3)障害教員は自身の工夫や職場の合理的配慮によって、さまざまなバリアに対処しながら職務を遂行している
ことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：We conducted interviews with 16 schoolteachers with disability with the aim 
of uncovering the their experiences in their teaching careers and the practices of reasonable 
accommodation. Our findings show that: (1) "Schoolteachers with disability" in fact consists of 
diverse individuals and the implications of their disability on their teaching careers vary greatly.
 (2) School facilities and teaching roles designed for non-disabled teachers tend to be experienced 
as barriers for teachers with disability. (3) Teachers with disability make use of reasonable 
accommodation and work out personal strategies in order to cope with those barriers and carry out 
their jobs. 

研究分野：教育社会学、障害学

キーワード： 障害のある教員　マイノリティ教員　教師研究　教師のライフストーリー　合理的配慮　障害学　チー
ムエスノグラフィ　アクティブインタビュー
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 本研究を開始した 2015 年当時、障害のあ
る教員（障害教員）を対象とした学術的研究
は⾮常に限られていた。しかし実践レベルで
は、障害教員の採⽤が推進されており、加え
て、障害者の権利に関わる法整備が急速に進
められている状況であった。 
⽇本国内の法整備を後押ししたのは、2006 
年に国連総会で採択された「障害者権利条
約」である。同条約では障害教員の雇⽤につ
いても⾔及されており、同法第 24 条第 4 項
では、「（インクルーシブ教育に関わる）権利
の実現の確保を助⻑することを⽬的として、
⼿話⼜は点字について能⼒を有する教員（障
害のある教員を含む。）を雇⽤し、研修を⾏
うための適当な措置をとる」ことを締約国に
求めている。 
障害者権利条約の批准に向けて⽇本国内で
も法整備に向けた検討がなされ、教育に関わ
る分野では 2012 年に「共⽣社会の形成に向
けたインクルーシブ教育システム構築のた
めの特別⽀援教育の推進（報告）」（中央教育
審議会初等中等教育分科会）が出された。こ
の中でも、特別⽀援教育を充実させるための
措置の⼀つという名⽬ではあるが、障害のあ
る教職員の積極的な採⽤・配置を⽬指すとい
うことが明⽰されている。 
またこの動きに先⽴って、1990 年代半ばより、
教員採⽤にかかわる政策的議論において「⾝
体に障害のある者への配慮」が取り上げられ
ていた。教育職員養成審議会第３次答申「養
成と採⽤・研修との連携の円滑化について」
（1999 年）において、「（５）障害者の受験
に対する配慮」という項⽬が設けられ、「多
様な⼈材を確保する観点から、教員を志望す
る障害者の受験に対する配慮が必要である」
という指摘がなされており、その後、教員採
⽤試験における障害者を対象とした特別選
考が各地で実施されてきた。 
さらに 2013 年には「障害者差別解消法」が
制定され、研究開始の翌年である 2016 年に
は同法ならびに「改正障害者雇⽤促進法」の
施⾏を控えていた。本研究を開始した当時は、
障害教員の採⽤がさらに進むことが予想さ
れる状況であったということである。その中
で、教育現場の環境をどのように整えていく
のかという点（合理的配慮のあり⽅）を考え
ることは喫緊の課題となっており、障害教員
を対象とした学術的な研究の必要性が⾼ま
っていたと⾔える。 
 
２．研究の⽬的 
本研究の⽬的は「障害教員の教職⽣活におけ
る経験」と「障害教員に対する合理的配慮の
実態」を明らかにすることであった。「１．
研究開始当初の背景」の冒頭で述べたように、
本研究の開始当初は障害教員を対象とした
学術的な研究は⾮常に限られている状況で
あった。そこで本研究では、障害教員に関わ
る基礎的なデータの収集を研究課題として

設定し、障害教員は教職⽣活の中でどのよう
な経験をしているのか、学校内で合理的配慮
を受けているのか、受けているとすればどの
ようなものかということを明らかにするこ
とにした。 
 
３．研究の⽅法 
 研究⽅法はインタビュー調査である。スノ
ーボールサンプリングでアプローチできた
16 名の障害教員（2012 年に実施したパイロ
ット調査を含む）に対して、学校での職務状
況、教員になるまでの経緯、合理的配慮の有
無などを伺った。加えて、マイノリティ教員
の当事者組織である全国聴覚障害教職員協
議会やセクシュアルマイノリティ教職員ネ
ットワークのシンポジウムに参加するなど、
インタビュー対象者が⾝をおく環境を理解
するためのフィールドワークもおこなった。 
 本研究の⽅法論的特徴として、異なる専⾨
分野の研究者がチームを組んで調査を⾏っ
た、という点があげられる。研究代表者の⽻
⽥野は、教育社会学を専⾨とし主に聴覚障害
児教育をテーマに研究をしてきた。それに対
して研究分担者の照⼭は、⽇本研究という⽂
脈で⽇本国内での発達障害について⽂化⼈
類学の⽴場から研究してきた研究者である。
さらに研究協⼒者の松波は、⼈権教育と障害
学を専⾨として障害者運動の現場に近いと
ころで活動をしてきたというバックグラウ
ンドを有する。いずれも「障害」に関わると
はいえ、異なるフィールドで研究や実践をし
てきた 3 ⼈がチームを組んで調査をすること
で、インタビュー調査における対話に奥⾏き
が出ただけでなく、多様な観点からの分析が
可能となった。 
 チームエスノグラフィをおこなったこと
により、調査からひきだされた論点も多様な
ものとなった。次節では 3 点に絞って、イン
タビュー調査から明らかになったことを説
明する。なお、本研究では調査結果から得ら
れた知⾒以外にも、研究活動を遂⾏する中で
副次的に得られた成果も多くあったため、そ
の点についても次節で述べることとする。 
 
４．研究成果 
（１）インタビュー調査から明らかになった 

こと 
①「障害教員」の内実の多様性 
 本研究によってまず明らかになったのは
「障害教員」と⼀⼝に⾔っても、その内実は
⾮常に多様だということである。障害種別に
よる差だけではなく、例えばその教員が勤め
る学校が特別⽀援学校なのか、通常の学校な
のかによっても職務上の経験は異なる。それ
以外にも、学校段階や担当科⽬、その教員の
経験年数、働いている地域など、教員として
の経験を差異化する要因は多い。 
教員として働く上での「障害があること」に
対する意味づけもそれぞれに異なる。「障害
があること」を活かすために教員になったと



語った教員もいれば、「⾃分はあくまでも教
員である」として、障害があることを教員で
あることと関連づけずに語る教員もいた。そ
もそも、社会的には「障害」と呼ばれる⾃⾝
の特性を、「⾃分では障害とは捉えていない」
という教員もいる。 
 障害教員について考える上で、この多様性
を踏まえておくことは⾮常に重要である。統
計上は「障害のある教員」としてまとめられ
る存在であっても、「障害があること」はそ
の教員の⼀側⾯でしかない。その教員の「障
害」のみがクローズアップされたり、特定の
「障害教員像」が押しつけられたりするよう
なことがあれば、そのこと⾃体がその教員に
とって不利益となりうる。障害教員の雇⽤が
推進される現状であるからこそ、本研究の成
果に基づいて、内実の多様性を主張すること
の意義は⼤きいと⾔える。 
また、障害教員が働く上で何らかの配慮や⽀
援を必要とする場合があるが、具体的な配慮
⽅法について検討する上でも、この多様性に
対する認識は必要不可⽋である。「◯◯障害
がある教員ならばこのような⽀援が必要だ」
というような調整のプロセスを単純化する
議論を退けることができるからであり、「合
理的配慮」の実現において重要な「建設的対
話」の必要性を裏付ける根拠にもなるだろう。 
 
②障害教員が直⾯する困難さ 
 インタビューの中では、障害教員が働く上
で経験してきた「困難」について語られるこ
とも多かった。彼らの困難さは、学校設備や
教員の職務が「障害のない教員」を前提とし
ていることに起因している。このように「障
害」があることを考慮しない社会環境によっ
て、障害のある⼈びとが被る不利益のことを、
障害学では「ディスアビリティ」という。障
害教員の困難さをめぐる語りは、学校空間や
教員という仕事に存在するディスアビリテ
ィを照射していると⾔えよう。 
障害教員の困難さをめぐる語りにおいて特
徴的だったのは、ディスアビリティをめぐる
ものと、「障害」の有無に関わらず教職に内
在している「困難さ」との⼆重性が⾒て取れ
ることである。そして、この⼆重の困難さが
掛け合わされることで、例えば異動のように
どの教員にとっても苦労の多い局⾯におい
て、その苦労が何倍にも⼤きなものになると
いう状況が明らかになった。また、職務上の
困難さを経験している教員⾃⾝にとっては、
上述の⼆重性を切り分けることが難しいと
いうことも⽰唆された。そしてこのことは、
「新任の時期は障害があってもなくても⼤
変」という語りに現れているように、ディス
アビリティとして⾃⾝が直⾯している不利
益を矮⼩化し、⽀援の要求を控えさせること
にもつながりうる。 
障害教員が教職⽣活の中で直⾯する「困難
さ」を乗り越えながら、教壇に⽴ち続けるた
めには、ディスアビリティを軽減させるため

の⽀援は不可⽋である。障害教員の採⽤や研
修を担当する教育委員会、そして同じ学校で
働く管理職や同僚が、彼らの困難さの⼆重性
について認識しておくことは重要であろう。 
 
③障害教員と合理的配慮 
 2016 年 4 ⽉に施⾏された改正障害者雇⽤
促進法では、障害者が働く上でのディスアビ
リティ（社会的障壁）を取り除くために、合
理的配慮を提供することを雇⽤者側に義務
づけている。本研究を開始した 2015 年は同
法を翌年に控えていたタイミングであった
が、教育現場では「障害者差別解消法」につ
いての研修が中⼼であり、障害教員にとって
の合理的配慮をめぐる議論は⼗分になされ
ていなかった。 
 しかし、合理的配慮という概念が⽇本で普
及する前から、障害教員たちはさまざまな⼯
夫をしながら教壇に⽴ち続けてきたし、その
中には合理的配慮としての先⾏事例と⾔え
るものも含まれていた。例えば視覚障害のあ
る教員は、教科書会社にテキストデータの提
供を要望し、点字プリンタで教材の点字化を
おこなっていた。また聴覚障害のある教員は、
職員会議での情報保障を要望したり、職員室
での電話のやりとりを同僚教員に代わって
もらったりしていた。 
このような制度化以前から個々の教員がお
こなってきた⼯夫や、学校の中で交渉を重ね
ながら築き上げていたしくみこそ、障害教員
に対する合理的配慮の先⾏事例となる。それ
らの事例を積み重ねながら、学校という職場
環境や教員という職業の特性を踏まえた合
理的配慮の議論を深めていくことが重要で
ある。 
 
（２）研究活動をすすめる中で副次的に 

得られた成果 
①「障害種別」を超えた議論の場の創成 

本研究の 3 年⽬となる 2017 年６⽉に、研
究成果の発信を⽬的として、東京⼤学バリア
フリー教育開発研究センターとの共催で、
「障害×学校教員〜教職を多様性にひらく
〜」と題して公開シンポジウムを開催した。
これまでにも障害ごとの当事者組織はいく
つかあり、それぞれに議論は重ねられている
が、障害種別を超えた議論の場を設定できた
ことは、本研究の重要な成果となった。 
 
②障害のある教員についての社会的関⼼の 

喚起 
 本研究の成果をまとめたものとして、2018
年 3 ⽉に『障害のある先⽣たち――「障害」
と「教員」の交錯する場所で』を出版したが、
その費⽤を得るために、2017 年 5-6 ⽉にクラ
ウドファンディングに挑戦した。SNS 等を通
じてクラウドファンディングプロジェクト
への協⼒を呼びかけたことで、ふだん障害に
関わることが少ない⼈びとにも障害教員の
存在や本研究の取組みについて知ってもら



う機会となった。さらに、クラウドファンデ
ィングを通じて、web サイトや新聞の取材を
受けることにもつながった。これらは、想定
外の展開ではあったが、障害教員についての
社会的関⼼の喚起につながったという意味
で、本研究の重要な成果の１つである。 
 
③学術出版におけるアクセシビリティを 

⾼める試み 
書籍の出版に際しては、出版社の協⼒のも

と、希望者に対するテキストデータの提供に
加え、⽇本で初めてとなる⼿話翻訳版の作成
にも挑戦した。これは、出版における情報保
障によって、より広く社会に研究成果を還元
する試みである。⼿話翻訳版作成の過程おい
ては試⾏錯誤の連続となったが、この経験こ
そが本研究で得られた成果の１つである。 
 
（３）今後の展望 
 3 年間の研究を通じて、研究開始当初に設
定した「障害教員についての基礎的なデータ
の収集」という研究課題は達成することがで
きた。本調査を通じて析出された論点を提⽰
することで、障害学や教育社会学において新
たな研究視覚を提⽰することにもつながっ
たと考えている。 
今後の課題は、先⾏する教員研究や合理的配
慮の議論に対して、本研究がもたらす学術的
な意義を明らかにしていくことである。本研
究では多様な論点が析出されたことが重要
な成果であったが、今後はひとつひとつの論
点を深めていく作業をすすめていきたい。 
また、⼿話翻訳版の作成について広く発信し
ていくことも重要な課題である。今回の作業
を通じて得られた経験に基づいて、学術出版
におけるアクセシビリティについても議論
を深めていきたい。 
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